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内容：
太陽光エネルギーは電気エネルギー（太陽電池）または化学エネ

ルギー（水素エネルギー）に変換することが可能です。太陽エネル
ギー変換の為の半導体光触媒の役割が重要です。しかし、通常の
光触媒のエネルギー変換効率が低いことが主な問題となっていま
す。一方、半導体物質をナノオーダーまで小さくすると、物性はサイ
ズと形状に依存して変化します。逆に言うと、物質のサイズや形状
を制御することにより物性をコントロールすることができます。この
現象を利用し、我々は水の光分解から水素製造技術や低コスト太
陽電池の開発を目指して研究しています 。また、ナノテックを利用

して次世代省エネメモリデバイスへの期待をされているマルチフェ
ロイック材料の電気磁気効果向上の研究を行っています。

アピールポイント：
積極的に産学連携に取組んでいます。半導体ナノ材料の設計、合
成及び応用について長期の経験が私の強みです。この経験を生
かして新規材料の合成及び応用の様々な分野で貢献できます。
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